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　写真 Ⅳ -3 ｰ 6　試掘溝３完掘状況

　写真 Ⅳ -3 ｰ 7　試掘溝４完掘状況

　写真 Ⅳ -3 ｰ 9　試掘溝８完掘状況

　写真 Ⅳ -3 ｰ 11　試掘溝 13 完掘状況

　写真 Ⅳ -3 ｰ 5　試掘溝１完掘状況

　写真 Ⅳ -3 ｰ 8　試掘坑５完掘状況

　写真 Ⅳ -3 ｰ 10　試掘溝 10 完掘状況

　写真 Ⅳ -3 ｰ 12　試掘溝 16 完掘状況
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　秋根遺跡内での共同住宅建設工事計画に

伴い、確認調査を実施した。

　対象地は秋根遺跡の南東部に位置し、延

行条里遺跡との分布境界付近に位置する。

対象地の東側に隣接する秋根遺跡（川久保

地区）では、平成 23 年度に確認調査を実

施し、平成 24 年度に本発掘調査を実施し、

縄文時代晩期の大溝や中世から近世にかけ

ての井戸や土坑、区画溝などの集落遺構が

確認された。また、対象地の北東約 200

調査番号

所在地

調査種類

調査原因

原因者

調査後処置

調査面積

調査期間

調査担当者

調査経緯

位置と環境

堆積状況

2020050　※表 14-4 記載

秋根南町二丁目 1-15

確認調査

賃貸共同住宅の建設

緑都開発株式会社

調査終了後、現状復旧

895.72 ㎡

令和３年１月 12日～２月５日

藤原彰久

　

４　秋根遺跡　KAN

　図 Ⅳ -4 ｰ 1　調査対象地の位置（１：10,000）

ｍに位置する延行条里遺跡（白河内地区）では、平成 27 年度に確認調査、平成 28 年度に工

事立会を実施し、中世の土坑、溝、柱穴群を検出しており、対象地内においても同様の集落遺

構の分布が想定された。

　対象地の堆積状況はⅠ～Ⅳ層の大別４層に分類でき、Ⅰ層は現在の整地に伴う造成土、Ⅱ層

は現代の宅地造成土、Ⅲ層は黒色の粘質土を主とする低地性堆積層で、Ⅳ層は砂礫層。

　Ⅲ層は土性の差異からⅢ a～Ⅲ f 層に細分ができる。出土遺物からⅢ a 層は近現代、Ⅲ b 層

は中世から近世、Ⅲ c 層は中世、Ⅲ d 層は古代以降の堆積層とみられる。Ⅲ a 層は黒褐色シ

ルト質埴土および暗灰黄色重埴土で、表層部はやや腐植質。造成前の旧表土で、表層部に畝状

の起伏があり、耕作土の可能性がある。染付や銅線など近現代の遺物が出土した。Ⅲ b 層は

黄灰色および暗灰黄色の砂質埴土で、風化礫の小片～細片を多く含み、草根痕とみられる孔が

顕著。土師器や瓦、染付などのほか、桶板とみられる木製品片など中世から近世の遺物が出土

した。Ⅲ c 層は黄灰色および暗灰黄色の重埴土で、若干砂粒を含む。土師器や加工木片などの

ほか、古代の緑釉陶器片が出土した。Ⅲ d 層は黄灰色シルト質埴土および暗灰黄色シルト質

埴壌土。土師器や緑釉陶器など古代の遺物が出土したほか、姫島産黒曜石の剥片が出土した。

Ⅲ e 層は主に黒色から暗黄灰色のシルト質埴土から重埴土で、試掘溝２では部分的に流路状の

堆積が見られる。Ⅲ e 層以下は掘削の範囲内で遺物は確認できなかった。Ⅲ f 層は黄灰色の砂

　写真 Ⅳ -4 ｰ 1　調査対象地近景（西から）
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調査結果

壌土で、Ⅳ層は灰色から黄灰色の砂土で砂礫層となる。固くしまり、湧水が顕著。調査に伴う

掘削深度はⅣ層中にとどまる。

　Ⅲ層以下の試掘溝毎の各層の上面の検出標高は、Ⅲ a 層は試掘溝１：8.66 ～ 8.70 ｍ、試掘

溝２：8.60 ～ 8.73 ｍ、Ⅲ b 層は試掘溝１：8.49 ～ 8.55 ｍ、試掘溝２：8.40 ～ 8.60 ｍ、Ⅲ

c 層は試掘溝１：8.22 ～ 8.32 ｍ、試掘溝２：8.24 ～ 8.38 ｍ、Ⅲ d 層は試掘溝１：8.08 ～ 8.12

ｍ、試掘溝２：8.10 ～ 8.21 ｍ、Ⅲ e 層は試掘溝１：7.99 ～ 8.03 ｍ、試掘溝２：7.96 ～ 8.04

ｍ、Ⅲ f 層は試掘溝１のみで 7.90 ～ 7.98 ｍ、Ⅳ層は試掘溝１：7.84 ～ 7.93m、試掘溝２：7.86

～ 7.96mとなり、各層の検出標高は試掘溝２の方が試掘溝１より若干高く、対象地の旧地形

は東西方向にわずかに傾斜する。

　対象地内に試掘溝２箇所設定し、確認調査を実施した結果、対象地内は現代の造成土が現地

表下約２ｍ付近まで厚く堆積し、現代の造成土より下層は古代から近世にかけての遺物を含む

低地性の自然堆積層からなり、埋没後の近現代以降に耕地化などの土地利用が進んだ状況が確

認された。秋根遺跡（川久保地区）の遺構検出面（基盤土層）の標高は 8.80 ｍ～ 9.20 ｍ付近、

延行条里遺跡（白河内地区）の遺構検出面（基盤土層）の標高は約 11.0m付近であり、いず

れも基盤土層は洪積層の風化基盤土であるのに対し、今回の調査対象地のⅣ層の検出標高は秋

根遺跡（川久保地区）より約 0.8m低く、また沖積世の堆積層からなるため、今回の調査対象

地と秋根遺跡（川久保地区）・延行条里遺跡（白河内地区）の調査区との間に台地部と低地部

の地形変換があり、対象地の旧地形は秋根遺跡の集落遺構が分布する台地の南側周縁の砂子多

川が形成する低地部に位置するとみられ、掘削の範囲内では集落遺構の分布は確認できなかっ

た。Ⅲ層の堆積時期は出土遺物から古代～中世、および近世以降の堆積層とみられ、秋根遺跡（川

久保地区）や延行条里遺跡（白河内地区）の集落遺構の時期と重複する時期の遺物を確認した。

今回の調査で出土した遺物はいずれも周辺部からの流れ込みと見られる。なお、緑釉陶器など

古代の遺物が確認されたことから、秋根遺跡（川久保地区）や延行条里遺跡（白河内地区）の

調査では希薄であった古代の遺構が対象地周辺に分布する可能性がある。

　図 Ⅳ -4 ｰ 2　調査区配置図

試掘溝２
試掘溝１

  対象地
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　図 Ⅳ -4 ｰ 3　試掘坑１実測図（１：80）

Ⅰ
a

Ⅰ
b

Ⅱ

Ⅲ
a

Ⅲ
b

Ⅲ
c

Ⅲ
d

Ⅲ
e

Ⅳ

Ⅲ
f

Ⅲ
f

Ⅲ
f

H=
8.
00
m

H=
8.
50
m

H=
9.
00
m

H=
9.
50
m

H=
10
.0
0m

H=
10
.5
0m

S
N

Ⅰ
a

Ⅰ
b

Ⅱ

Ⅲ
a

Ⅲ
b

Ⅲ
c

Ⅲ
d

Ⅲ
e

Ⅳ
Ⅲ
f

H=8.00m

H=8.50m

H=9.00m

H=9.50m

H=10.00m

H=10.50m

N
S

Ⅰa

Ⅰb

Ⅱ

Ⅲa
Ⅲb
Ⅲc

Ⅲd Ⅲe

Ⅳ Ⅲf

H=8.00m

H=8.50m

H=9.00m

H=9.50m

H=10.00m

H=10.50m

EW

Ⅰ・Ⅱ：【現代造成土】
Ⅲa：黒褐色（2.5Y3/1）シルト質埴土
Ⅲb：黄灰色（2.5Y4/1）砂質埴土（風化礫小片～細片を含む。草根痕が顕著）
Ⅲc：黄灰色（2.5Y4/1）重埴土（木質小片を含む）
Ⅲd：黄灰色（2.5Y4/1）シルト質埴土
Ⅲe：黒褐色（2.5Y3/2）重埴土
Ⅲf：黄灰色（2.5Y4/1）砂壌土
Ⅳ：灰色（5Y6/1）砂土

0 4m
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　図 Ⅳ -4 ｰ 4　試掘坑２実測図（１：80）
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Ⅰ・Ⅱ：【現代造成土】
Ⅲa：暗灰黄色（2.5Y4/2）重埴土（表層部やや腐植質）
Ⅲb：暗灰黄色（2.5Y4/2）砂質埴土（風化礫細片多く含む）
Ⅲc：暗灰黄色（2.5Y4/2）重埴土（風化礫細片含む）
Ⅲd：暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト質埴壌土
Ⅲe1：暗灰黄色（2.5Y4/2）シルト質埴土（上層部やや腐植質）
Ⅲe2：黒色（10YR2/1）重埴土（若干砂粒含む）
Ⅲe3：褐灰色（10YR4/1）重埴土
Ⅲe4：黄灰色（2.5Y4/1）砂質埴土
Ⅳ：黄灰色（2.5Y6/1）砂土（1㎜以下の細砂・粗砂、ブロック状に重埴土が堆積、固く締まる）
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　図 Ⅳ -4 ｰ 5　出土遺物実測図（１：３）

　写真 Ⅳ -4 ｰ 2　試掘坑１完掘状況（南西から） 　写真 Ⅳ -4 ｰ 3　試掘坑１東壁堆積状況（西から）

　写真 Ⅳ -4 ｰ 4　試掘坑２完掘状況（北東から） 　写真 Ⅳ -4 ｰ 5　試掘坑２西壁堆積状況（東から）

　写真 Ⅳ -4 ｰ 6　試掘溝１南壁・西壁下層部 　写真 Ⅳ -4 ｰ 7　試掘溝２西壁下層部堆積状況
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